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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第44期

第１四半期累計期間
第45期

第１四半期累計期間
第44期

会計期間
自 2017年３月１日
至 2017年５月31日

自 2018年３月１日
至 2018年５月31日

自 2017年３月１日
至 2018年２月28日

営業収益 (百万円) 26,353 26,443 106,190

経常利益 (百万円) 725 633 1,926

四半期(当期)純利益 (百万円) 450 415 955

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) ― ― ―

資本金 (百万円) 1,372 1,372 1,372

発行済株式総数 (千株) 12,500 12,500 12,500

純資産額 (百万円) 18,289 19,040 18,790

総資産額 (百万円) 28,444 29,146 27,924

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 39.92 36.33 84.32

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 39.49 36.10 83.57

１株当たり配当額 (円) ― ― 30.00

自己資本比率 (％) 64.1 65.1 67.1
 

(注) １　営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、持分法を適用する関連会社がないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリ

スク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)　業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や設備投資の持ち直しにより景気は緩やかな回復

が続きました。また、個人消費は、消費者物価が緩やかに上昇している状況下、持ち直し基調で推移した一方、低

価格指向などの生活防衛意識も依然として根強い状況が続きました。先行きにつきましては、各種政策の効果や雇

用・所得環境の改善等により、引き続き緩やかな景気の回復が続くことが期待されております。しかしながら、為

替・金融資本市場の動向や海外経済の不確実性に留意が必要な状況となっております。

このような状況におきまして当社は、３月に一宮店をリニューアルオープンいたしました。

販売促進企画として、ポイントカードの新規会員募集やお買物券プレゼント、お客様を対象とした食品メーカー

との共同企画によるＩＨクッキング教室（本社ビル３Ｆ）の開催を引き続き実施いたしました。また、競合店対策

のため、恒例となりました四半期に一度の大感謝祭・週に一度の日曜朝市及び95円（本体価格）均一等の企画を継

続実施いたしました。

しかしながら、当流通業界におきましては、生鮮食品へのドラッグストアの参入や同業店舗間競争の激化、ま

た、急激な労働需給の引き締まりなど、厳しい経営環境が続きました。

以上の結果、当第１四半期累計期間は、営業収益264億43百万円（前年同期比0.3％増）、営業利益６億７百万円

（前年同期比13.3％減）、経常利益６億33百万円（前年同期比12.7％減）、四半期純利益４億15百万円（前年同期

比7.8％減）と増収減益となりました。

なお、当社は、食料品を中心に生活関連用品等の販売を主体とする事業の単一セグメントであるため、セグメン

ト情報の記載を省略しております。

 

(2)　財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

(イ)　資産

流動資産は、前事業年度に比べ、12億75百万円増加し、124億38百万円となりました。これは主に、現金及び預

金の増加によるものであります。

　固定資産は、前事業年度に比べ、53百万円減少し、167億８百万円となりました。

　この結果、総資産は、前事業年度に比べ、12億21百万円増加し、291億46百万円となりました。

(ロ)　負債

流動負債は、前事業年度に比べ、９億75百万円増加し、81億87百万円となりました。これは主に、仕入債務の

増加によるものであります。

　固定負債は、前事業年度に比べ、３百万円減少し、19億19百万円となりました。

　この結果、負債合計は、前事業年度に比べ、９億71百万円増加し、101億６百万円となりました。

(ハ)　純資産

純資産合計は、前事業年度に比べ、２億49百万円増加し、190億40百万円となりました。

　また、自己資本比率は、前事業年度に比べ、2.0ポイント減少いたしました。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 34,567,000

計 34,567,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2018年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2018年７月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,500,000 12,500,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
1,000株

計 12,500,000 12,500,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2018年５月31日 ― 12,500,000 ― 1,372 ― 1,604
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2018年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等)  ― ― ―

議決権制限株式(その他)  ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,079,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,189,000 11,189 ―

単元未満株式 普通株式 232,000 ― ―

発行済株式総数  12,500,000 ― ―

総株主の議決権  ― 11,189 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」の欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の

株式が、それぞれ2,000株(議決権２個)及び400株含まれております。

２　「単元未満株式」の欄の普通株式には当社所有の自己株式490株が含まれております。

３　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2018年２月28日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

2018年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社アオキスーパー

名古屋市中村区鳥居西通
一丁目１番地

1,079,000 ― 1,079,000 8.6

計 ― 1,079,000 ― 1,079,000 8.6
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（2018年３月１日から2018年５月

31日まで）及び第１四半期累計期間（2018年３月１日から2018年５月31日まで）に係る四半期財務諸表について、監

査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：百万円)

          前事業年度
(2018年２月28日)

当第１四半期会計期間
(2018年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,951 10,160

  売掛金 1 0

  商品 1,475 1,572

  貯蔵品 26 23

  その他 708 681

  貸倒引当金 △0 △0

  流動資産合計 11,162 12,438

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 6,809 6,772

   土地 4,039 4,039

   その他（純額） 1,168 1,162

   有形固定資産合計 12,017 11,974

  無形固定資産 307 313

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 3,136 3,110

   その他 1,347 1,357

   貸倒引当金 △47 △47

   投資その他の資産合計 4,436 4,419

  固定資産合計 16,761 16,708

 資産合計 27,924 29,146

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 5,470 5,928

  未払法人税等 183 329

  賞与引当金 182 357

  ポイント引当金 248 249

  その他 1,127 1,323

  流動負債合計 7,211 8,187

 固定負債   

  退職給付引当金 578 594

  環境対策引当金 94 94

  長期預り保証金 867 846

  資産除去債務 371 373

  その他 11 10

  固定負債合計 1,922 1,919

 負債合計 9,134 10,106

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,372 1,372

  資本剰余金 1,705 1,707

  利益剰余金 16,586 16,830

  自己株式 △930 △925

  株主資本合計 18,733 18,983

 新株予約権 56 56

 純資産合計 18,790 19,040

負債純資産合計 27,924 29,146
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期累計期間
(自 2017年３月１日
　至 2017年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2018年３月１日
　至 2018年５月31日)

売上高 25,199 25,155

売上原価 21,358 21,392

売上総利益 3,840 3,763

その他の営業収入 1,154 1,287

営業総利益 4,995 5,051

販売費及び一般管理費 4,294 4,443

営業利益 700 607

営業外収益   

 受取利息 7 6

 生命保険配当金 7 9

 その他 10 9

 営業外収益合計 25 26

営業外費用   

 支払利息 0 0

 収納差金 0 0

 営業外費用合計 1 0

経常利益 725 633

特別利益   

 補助金収入 － 3

 特別利益合計 － 3

特別損失   

 固定資産除却損 14 14

 特別損失合計 14 14

税引前四半期純利益 710 622

法人税、住民税及び事業税 333 292

法人税等調整額 △72 △84

法人税等合計 260 207

四半期純利益 450 415
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間
(自 2017年３月１日
至 2017年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2018年３月１日
至 2018年５月31日)

減価償却費 270百万円 268百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 2017年３月１日 至 2017年５月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年５月25日
定時株主総会

普通株式 169 15.00 2017年２月28日 2017年５月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間(自 2018年３月１日 至 2018年５月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月24日
定時株主総会

普通株式 171 15.00 2018年２月28日 2018年５月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間(自 2017年３月１日 至 2017年５月31日)

当社は、食料品を中心に生活関連用品等の販売を主体とする事業の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。

当第１四半期累計期間(自 2018年３月１日 至 2018年５月31日)

当社は、食料品を中心に生活関連用品等の販売を主体とする事業の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 2017年３月１日
至 2017年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2018年３月１日
至 2018年５月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額(円) 39.92 36.33

（算定上の基礎）   

四半期純利益(百万円) 450 415

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 450 415

普通株式の期中平均株式数(千株) 11,276 11,422

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額(円) 39.49 36.10

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額(百万円) ― ―

普通株式増加数(千株) 123 73

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2018年７月13日

株式会社アオキスーパー

取締役会  御中

監査法人東海会計社
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   棚　　橋　　泰　　夫   印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   塚　　本　　憲　　司   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アオキ

スーパーの2018年３月１日から2019年２月28日までの第45期事業年度の第１四半期会計期間(2018年３月１日から2018年

５月31日まで)及び第１四半期累計期間(2018年３月１日から2018年５月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アオキスーパーの2018年５月31日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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